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研究成果の概要（和文）：本研究では、開発途上国の初等中等教育現場で起きている学業不正行為の実態と背景
を、大学生を情報提供者として調べた。
主な研究成果は、①カンニング行為がどのような機会に・どのような頻度で行われるか明らかにしたこと、②カ
ンニング行為を行うかどうかを決定する主な要因が、学業成績などの個人的要因やその個人を取り巻く家族や学
校などの文脈要因にとどまらず、その国特有の政治的、社会的、文化的な背景の影響を受けていることを示した
ことである。

研究成果の概要（英文）：This study examined the reality and background of academic dishonesty in 
primary and secondary education settings in developing countries, using university students as 
informants. 
The main findings of the study were ① to show what occasions and with what frequency exam-cheating 
takes place, and ② to show that the main factors that determine whether or not students cheat are 
beyond individual factors such as academic performance and include contextual factors such as the 
family and school environment, as well as the influence of the country's specific political, social,
 and cultural background.

研究分野：国際比較教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
学業不正に関する先行研究は、欧米の文脈を扱ったものが圧倒的多数で、開発途上国の文脈に関する研究は非常
に少ない。さらに、先行研究では学業不正の行為者の声に耳を傾けて情報を収集することをほとんどしてこなか
った。本研究の学術的意義は、こうした先行研究が見逃してきた課題に取り組み、学業不正という社会事象の理
解に貢献したことにある。
また、社会的意義として、学校教育の質や開発援助の効果・効率を低下させてきた学業不正問題の解決の手がか
りを示したことが挙げられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 
開発途上国では、学業不正（カンニング、盗用、なりすましなど）が日常的に行われていた。それは、開発
援助の効果・効率を低下させ、児童生徒の学力・学習意欲・出席状況を悪化させていた。しかし、蔓延する学
業不正に対して、援助機関は積極的に関与していなかった。実態を解明し問題解決にむけての政策・戦略を立
案することが緊急の課題と思われた。 
一方、国内外の研究動向に目を向けると、開発途上国の教育現場で起こっている学業不正の実態について、
学術的な観点から十分に解明されておらず、その解明は意義のあることと考えられた。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、開発途上国の初中等教育現場における学業不正(特にカンニング行為)について、大学生か
らの情報提供により、その実態と背景を明らかにし、防止策について考察することである。 
 
３．研究の方法 
本研究では、ライフストーリー調査（個人の経験的語りから、生活世界とそれを取り巻く社会・文化を全体
的に読み解こうとする調査法）を用いた。カンボジアとインドネシアの大学生を情報提供者とし、これまでの
学校生活で経験・見聞きした学業不正についての情報を得た。カンボジアについては、19名の大学生にインタ
ビューを行った。インドネシアについては、個人の経験を詳しく記述する設問を含めた WEB アンケート（有効
回答数 110）を行った。 
情報提供者本人のカンニング行為の経験を、Fendler and Godbey (2016)の研究に倣って、No cheating（カ
ンニングしていない）, Occasional cheating (特定の教科でのカンニング、あるいは事前準備無しのカンニ
ング)、Frequent cheating (ほぼすべての科目でのカンニング、あるいは計画的なカンニング)に分類し、カ
ンニング行為の機会と頻度について分析した。 
また、カンニングを行うか否かを決定する要因については、Bertram Gallant(2008)の枠組みを用い、個人
要因（性別・年齢・学業成績など）から個人を取り巻く文脈要因（学校・家庭など）やより広い社会的要因（文
化、政治、経済など）まで着目しながら考察した。 
 
４．研究成果 
本研究の主な研究成果を２つ挙げると、カンニング行為の機会と頻度、及びカンニング行為の要因について
明らかにしたことである。以下、カンボジアのケースをもとに、この 2 点の概要を述べる。（なお、インドネ
シアのケースについては、現在分析中である。また、研究目的に述べたカンニングの防止策についても考察中
である。） 
 
(1) カンニング行為が行われる機会と頻度 (Figure 1 参照) 
 カンニングに関する先行研究では、多くの国で初等教育（Primary）及び前期中等教育(Lower Secondary)
の試験よりも後期中等教育(Upper Secondary)の試験においてカンニングが最も頻繁に行われるとされ
ているが、カンボジアでは前期中等教育の試験で頻度が高かった。前期中等教育最終年(G9)の国家試験
（National Exam）では一人を除いて全員がカンニング行為をしていた。 

 カンボジアの学業不正に関する先行研究では、あたかもほとんどの子どもが初等教育から後期中等教
育に至るまで日常的にカンニングを行っているように報告されているが、子どもの経験は多様で個人
差があった。初等教育の低学年でカンニング行為を始めた情報提供者（Student 1 と Student 10）もい
たが、情報提供者の大半が高学年でカンニング行為をはじめていた。また、初等教育から現在に至るま
でほとんどカンニング行為をしていない情報提供者（Student 8 と Student 11）や、いったんカンニ
ング行為をやめて再開した情報提供者もいた（Student 3）。 

 
(2) カンニング行為を行う要因 
情報提供者の声から、カンニング行為を行うかどうかを決定する主な要因として、個人要因以外に、「カリ
キュラム」「教員との関係」「保護者のカンニング行為に対する態度」「同級生のカンニング行為に対する態度」
「学校や教育省の規則」があることが示された。これら５つの要因は、学業不正に関する先行研究においても
指摘されているが、その作用の仕方や大きさは、カンボジア特有の政治的、社会的、文化的な背景の影響を受
けていることが明らかになった。 
以下、具体例をいくつか挙げる。 
 カリキュラムに示された教育内容が多く複雑で難解すぎるため、試験で高得点を取るためにカンニン
グ行為が行われていた。現在のカリキュラムは、フランス植民地時代のエリート教育の名残であり他国
の開発援助の影響を受けている。 

 教員のえこひいきや体罰、教員の熱意・関心の欠如、教員の副業に起因する不健全な師弟関係がカンニ
ング行為の要因となっていた。これらの要因の背景には、伝統的な教員と児童・生徒の力関係、教員の
低賃金、教員の欠勤の多さなどがある。 

 保護者がカンニング行為を推奨するか抑止するかは、子どもがカンニング行為に及ぶか否かに影響を



与えていた。保護者の態度は倫理観・道徳観に基づくだけではなく、家庭の経済状況にも左右される。
例えば、地方の農家では家計が苦しくカンニング行為に必要な賄賂を準備できないため、保護者はカン
ニング行為を推奨していない。 

 「みんながカンニングをやっているから」「カンニングに協力してほしい」という同級生の態度や圧力
に影響され、カンニング行為に及んでいるケースが非常に多かった。他の国と比較して、カンボジアで
は、文化的に同調性や相互援助の精神が高いことが影響していると考えられる。 

 学校や教育省の規則が厳しくなると、カンニング行為が減っていた。カンボジアでは、総選挙前に票稼
ぎ目的で、試験における不正行為を厳しく取り締まるという政策が実施されている。 

これら５つの要因のうち「教員との関係」はカンボジアでは特に影響力の大きい要因であることもわかった。
一方、「教員との関係」は、欧米の文脈に焦点を当てた学業不正に関する先行研究においては主要な要因とし
て扱われていない。このことから、開発途上国の文脈では、欧米とは異なる要因があることも示唆された。 
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